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(57)【要約】
【課題】  従来は体脂肪率や運動量に基づく健康管理シ
ステムであり，日常生活の急変を検知してそれに迅速に
対処することに関しては全く考慮が払われていない。
【解決手段】  監視制御機能部１２は、センサ部１４に
より計測された、血圧や心拍数といった被験者の健康状
態を判断できる人体情報の計測データを、予め設定され
たしきい値と比較し、被験者の健康状態が異常であるか
否か判定する。異常であると判定したときには、監視制
御機能部１２は、予め設定した測定項目毎に緊急性を判
定するしきい値と、計測データ中の対応する測定項目と
を比較し、健康状態が被験者にとって緊急性を要するか
判定し、どれか一つの測定項目について緊急性を要する
と判定した場合は、直ちに携帯電話部１１に対して送信
先電話番号への発呼指示を出力して、計測データを送信
先電話番号の管理局に緊急報告する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被験者の健康に関する人体情報を計測し
て計測データを出力するセンサ部と、
前記センサ部から出力された前記計測データを、予め設
定されたしきい値と比較して異常で、かつ、報告に緊急
性を要するものであるか否か判定する判定手段と、
前記判定手段により異常で、かつ、報告に緊急性を要す
る計測データ取得時は、予め設定された送信先電話番号
へ携帯電話システムを介して発呼して緊急報告し、上記
の計測データ以外の計測データ取得時は、前記送信先電
話番号へ携帯電話システムを介して定期的に発呼して定
期報告する送信手段とを有することを特徴とする健康管
理システム。
【請求項２】  被験者の健康に関する人体情報を計測し
て計測データを出力するセンサ部と、
前記センサ部から出力された前記計測データを、予め設
定されたしきい値と比較して異常で、かつ、報告に緊急
性を要するものであるか否か判定する判定手段と、
前記判定手段により異常で、かつ、報告に緊急性を要す
る計測データ取得時は、予め設定された送信先電話番号
へ固定電話システムを介して発呼して緊急報告し、上記
の計測データ以外の計測データ取得時は、前記送信先電
話番号へ固定電話システムを介して定期的に発呼して定
期報告する送信手段とを有することを特徴とする健康管
理システム。
【請求項３】  前記センサ部は、前記計測データを得る
のに最適な前記被験者の部位に取り付けられていること
を特徴とする請求項１又は２記載の健康管理システム。
【請求項４】  前記センサ部は、前記被験者の健康に関
する人体情報として、血圧及び脈拍を計測して得た計測
データを出力することを特徴とする請求項１乃至３のう
ちいずれか一項記載の健康管理システム。
【請求項５】  携帯電話部と監視制御機能部と外部イン
タフェース部とを内蔵する携帯電話装置であって、
前記監視制御機能部は、被験者の健康に関する人体情報
の計測データをセンサ部から入力されると共に、前記外
部インタフェース部を介して外部装置から異常判定しき
い値及び緊急性判定しきい値及び送信先電話番号を受け
て設定され、前記計測データを、前記異常判定しきい値
及び緊急性しきい値とそれぞれ比較して異常で、かつ、
報告に緊急性を要するものであるか否か判定し、異常
で、かつ、報告に緊急性を要する計測データ入力時は、
前記携帯電話部に対し設定された前記送信先電話番号へ
発呼指示して異常で、かつ、報告に緊急性を要する計測
データを送信させ、上記の計測データ以外の計測データ
入力時は、入力された該計測データを一旦記憶して、前
記携帯電話部に対し前記送信先電話番号へ定期的に発呼
指示して該計測データを送信させることを特徴とする携
帯電話装置。
【請求項６】  前記センサ部は、前記計測データを得る
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のに最適な前記被験者の部位に取り付けられていること
を特徴とする請求項５記載の携帯電話装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は健康管理システム及
びそれに用いる携帯電話装置に係り、特に被験者の血圧
や脈拍などの人体情報を収集して解析する健康管理シス
テム及びそれに用いる携帯電話装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の健康管理システムは、被験者であ
る人間が、血圧や脈拍などの人体情報を測定できる施設
に出向き、人体情報の測定を行い、その測定結果に基づ
き健康管理を行うのが一般的である。
【０００３】また、従来、体脂肪計を内蔵した携帯電話
装置により測定した体脂肪データを集計センターに送信
し、集計センターにより得られた分析結果を集計センタ
ーから受信することで健康管理を行う健康管理システム
及び携帯電話装置も知られている（特開２０００-２２
９０７２号公報）。この従来の携帯電話装置によれば、
設定時刻がくるとブザーを鳴らし毎月所定の時刻に体脂
肪測定することを報知できる。また、集計センターで
は、携帯電話機の発信者毎に測定日時や体脂肪率等の各
種データをデータベース化して蓄積しており、携帯電話
機から受信した体脂肪率データを分析してアドバイス内
容を発信者へ送り返す。
【０００４】更に、従来、加速度から利用者の運動量を
自動測定し、また利用者が食事内容や運動内容などを入
力すると摂取カロリーや摂取栄養素量や自動計測した運
動量を加味した運動量を自動計測する機能を備えた携帯
端末も知られている（特開平１０-２９５６５１号公
報）。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかるに、人体情報を
測定する施設に被験者が出向く従来システムでは、検査
（測定）のために被験者が日常生活を中断する必要があ
り、時間的な制約や精神的苦痛を被験者に与えるという
問題がある。また、日常生活において健康状態の急変を
検知し、かつ、迅速に対処できる手段がない。
【０００６】他方、体脂肪計を内蔵した携帯電話装置を
用いた従来の健康管理システムや、運動量を自動測定す
る携帯端末を用いた従来の健康管理システムでは、携帯
電話機から体脂肪計データを集計センターへ送信して分
析させたり、携帯端末から運動量や摂取カロリーなどを
センタコンピュータに送信してそのデータを分析させ、
その分析結果を携帯端末に返送することで健康管理を行
うことができるので、被験者が日常生活を中断する必要
はないが、体脂肪率や運動量に基づく健康管理では日常
生活の急変を検知してそれに迅速に対処する必要はな
く、従って、そのような迅速な対処手段に関しては全く
考慮が払われていない。
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【０００７】本発明は以上の点に鑑みなされたもので、
一般に普及している携帯電話装置に健康状態の測定と報
告する機能を設けて、その情報を管理側に遠隔で提供す
ることにより、被験者を時間的制約と精神的苦痛から解
放すると共に、恒常的に健康状態を監視し得る健康管理
システム及びそれに用いる携帯電話装置を提供すること
を目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の健康管理システムは、被験者の健康に関す
る人体情報を計測して計測データを出力するセンサ部
と、センサ部から出力された計測データを、予め設定さ
れたしきい値と比較して異常で、かつ、報告に緊急性を
要するものであるか否か判定する判定手段と、判定手段
により異常で、かつ、報告に緊急性を要する計測データ
取得時は、予め設定された送信先電話番号へ携帯電話シ
ステムを介して発呼して緊急報告し、上記の計測データ
以外の計測データ取得時は、送信先電話番号へ携帯電話
システムを介して定期的に発呼して定期報告する送信手
段とを有することを特徴とする。
【０００９】この発明では、センサ部から出力された被
験者の健康状態を示す計測データを常に監視して、その
計測データとしきい値との比較結果が、異常で緊急性の
ある計測データ入力を示すときは緊急報告を、正常か又
は異常でも緊急性を要しない計測データ入力を示すとき
は定期報告を、送信先電話番号へ携帯電話システムを介
して自動的に送信することができる。
【００１０】また、上記の目的を達成するため、本発明
の健康管理システムは、上記の判定手段により異常で、
かつ、報告に緊急性を要する計測データ取得時は、予め
設定された送信先電話番号へ固定電話システムを介して
発呼して緊急報告し、上記の計測データ以外の計測デー
タ取得時は、送信先電話番号へ固定電話システムを介し
て定期的に発呼して定期報告する送信手段とを有するこ
とを特徴とする。この発明では、センサ部からの計測デ
ータとしきい値との比較結果に応じて、固定電話システ
ムを介して送信先電話番号へ緊急報告又は定期報告を行
うことができる。
【００１１】また、本発明における上記のセンサ部は、
計測データを得るのに最適な被験者の部位に取り付けら
れていることを特徴とする。また、上記のセンサ部は、
被験者の健康に関する人体情報として、血圧及び脈拍を
計測して得た計測データを出力することを特徴とする。
【００１２】また、上記の目的を達成するため、本発明
の携帯電話装置は、携帯電話部と監視制御機能部と外部
インタフェース部とを内蔵する携帯電話装置であって、
監視制御機能部は、被験者の健康に関する人体情報の計
測データをセンサ部から入力されると共に、外部インタ
フェース部を介して外部装置から異常判定しきい値及び
緊急性判定しきい値及び送信先電話番号を受けて設定さ
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れ、計測データを、異常判定しきい値及び緊急性しきい
値とそれぞれ比較して異常で、かつ、報告に緊急性を要
するものであるか否か判定し、異常で、かつ、報告に緊
急性を要する計測データ入力時は、携帯電話部に対し設
定された送信先電話番号へ発呼指示して異常で、かつ、
報告に緊急性を要する計測データを送信させ、上記の計
測データ以外の計測データ入力時は、入力された計測デ
ータを一旦記憶して、携帯電話部に対し送信先電話番号
へ定期的に発呼指示して計測データを送信させることを
特徴とする。
【００１３】この発明では、携帯電話装置内の監視制御
機能部が、センサ部から出力された被験者の健康状態を
示す計測データを常に監視して、その計測データとしき
い値との比較結果が、異常で緊急性のある計測データ入
力を示すときは緊急報告を、正常か又は異常でも緊急性
を要しない計測データ入力を示すときは定期報告を、送
信先電話番号へ携帯電話システムを介して自動的に送信
することができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】次に、本発明の実施の形態につい
て図面と共に説明する。図１は本発明になる携帯電話装
置の一実施の形態のブロック図を示す。本実施の形態の
携帯電話装置は、携帯電話部１１と、携帯電話部１１に
接続された監視制御機能部１２と、監視制御機能部１２
に接続された外部インタフェース部１３とよりなる携帯
電話本体１０に、センサ部１４が接続された構成であ
る。
【００１５】センサ部１４は、収集する項目の測定に最
適な被験者の部位に付けられ、血圧や心拍数といった簡
易的に被験者の健康状態を判断できる人体情報を計測
し、計測した人体情報を監視制御機能部１２に送り、こ
こで集計させる。
【００１６】一方、外部インタフェース部１３は、パー
ソナルコンピュータ等の外部装置と接続できるＵＳＢ
（Universal Serial Bus）等の一般的なインタフェース
を持ち、外部装置により監視制御機能部１２に対して、
異常と判定する各データのしきい値や定刻連絡時間や病
院等の連絡先電話番号等の必要な情報を入力する。
【００１７】この外部インタフェース部１３は、外部装
置を通じて監視制御機能部１２に対して、①被験者のデ
ータ測定対象項目、②測定項目毎に正常か異常かを判定
するしきい値、③測定項目毎に緊急性を判定するしきい
値、④取得データの送信時刻設定、⑤取得データの送信
先電話番号を設定することができる。
【００１８】監視制御機能部１２は、センサ部１４で収
集された人体情報のデータと、外部インタフェース部１
３を通して外部装置から設定された上記の各しきい値と
を照合し、必要に応じて携帯電話部１１に対して取得デ
ータの送信先電話番号への発呼指示を出力する。
【００１９】携帯電話部１１は監視制御機能部１２から
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の発呼指示に従い、送信先電話番号へ発呼し、無線回線
接続後、監視制御機能部１２からのデータに従った通知
（報告）を送信する。なお、携帯電話部１１は、従来の
携帯電話機と同様に、図示しない基地局との間で無線通
信し、更にその基地局を介して公衆回線網などの相手端
末と通信する、従来より周知の構成であり、またその構
成及び動作自体は本発明の要旨とは直接関係は無いので
その詳細な説明は省略する。
【００２０】次に、この実施の形態の動作について、図
２のフローチャートを併せ参照して説明する。監視制御
機能部１２は、センサ部１４により計測された、血圧や
心拍数といった被験者の健康状態を判断できる人体情報
の計測データをセンサ部１４から取得すると（ステップ
２１）、この取得した計測データを予め設定された前記
②のしきい値と比較し、被験者の健康状態が異常である
か否か判定する（ステップ２２）。
【００２１】異常ではないと判定したときには、計測デ
ータを一旦保持し、その後予め設定した前記④の取得デ
ータの送信時刻に従い、携帯電話部１１に対して前記⑤
の送信先電話番号への発呼指示を出力して、定期的な周
期で計測データを定期報告する（ステップ２３）。上記
の送信先電話番号は、例えば病院等の被験者の健康を管
理する管理局の電話番号である。
【００２２】他方、ステップ２２で異常であると判定し
たときには、監視制御機能部１２は、予め設定した前記
③の測定項目毎に緊急性を判定するしきい値と、計測デ
ータ中の対応する測定項目とを比較し、健康状態が被験
者にとって緊急性を要するか判定する（ステップ２
４）。すべての測定項目について緊急性を要しないと判
定したときには、前述したステップ２３の定期報告を行
う。
【００２３】しかし、監視制御機能部１２は、どれか一
つの測定項目について緊急性を要すると判定した場合
は、直ちに携帯電話部１１に対して前記⑤の送信先電話
番号への発呼指示を出力して、計測データを送信先電話
番号の管理局に緊急報告する（ステップ２５）。携帯電
話部１１は一般の携帯電話システムを介して管理局へ、
緊急であることを計測データと共に報告するが、管理局
側では、携帯電話の位置サービスを利用することによ
り、被験者の現在位置も知ることができる。
【００２４】このように、この実施の形態では、被験者
が身に付けているセンサ部１４により収集された計測デ
ータを病院等の所定の管理局へ定期報告するようにして
いるので、日常生活において被験者が特別に意識するこ
となく、管理局が遠隔で被験者の健康状態のチェックが
できることは勿論のこと、健康状態が被験者にとって緊
急性を要するときには、管理局へ緊急報告し、また管理
局側でも被験者の現在位置を携帯電話の位置サービスを
利用することで把握できるので、管理局は被験者の健康
状態の急変に迅速に対処することができる。 *
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*【００２５】次に、本発明の他の実施の形態について説
明する。図３は本発明になる携帯電話装置の他の実施の
形態のブロック図を示す。同図中、図１と同一構成部分
には同一符号を付し、その説明を省略する。図３に示す
実施の形態は、図１の実施の形態では携帯電話本体１０
に内蔵されていた監視制御機能部１２を、監視制御機能
装置１５として携帯電話１８の外部装置としたものであ
る。また、監視制御機能装置１５は、センサ部１４と外
部インタフェース部１３に加え、携帯電話インタフェー
ス部１６と固定電話インタフェース部１７とを具備す
る。
【００２６】この実施の形態では、固定電話インタフェ
ース部１７に接続された固定電話１９を利用して被験者
が身に付けているセンサ部１４により収集された計測デ
ータを、図２に示したフローチャートに従う動作により
病院等の所定の管理局へ定期報告又は緊急報告すること
ができるので、例えば在宅看護が必要な被験者といった
携帯電話１８を使用する必要がない場合においても、固
定電話１９を介して図１の実施の形態と同様の機能を実
現できる。
【００２７】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
センサ部から出力された被験者の健康状態を示す計測デ
ータを常に監視して、その計測データとしきい値との比
較結果に応じて緊急報告又は定期報告を、送信先電話番
号へ携帯電話システムを介して自動的に送信するように
したため、被験者は日常生活において特別に意識するこ
となく健康状態のチェックが可能となり、かつ、状態変
化に関する時間的、状況的な因果関係の調査ができ、被
験者を時間的制約と精神的苦痛から解放することができ
る。
【００２８】また、本発明によれば、収集したデータを
携帯電話システムを介して病院等の管理局の送信先電話
番号へ被験者の健康状態の報告を行うようにしているた
め、管理局側では遠隔で被験者の健康状態を把握でき
る。
【００２９】また、本発明によれば、被験者の健康状態
の緊急性を判定したときには、即時に送信先電話番号
（管理局）へ緊急報告するようにしているので、管理局
の迅速な対応処理が可能になり、特に恒常的に状態の急
変を監視する必要がある被験者にとって非常に有益な健
康管理システムを実現できる。
【００３０】更に、本発明によれば、センサ部からの計
測データとしきい値との比較結果に応じて、固定電話シ
ステムを介して送信先電話番号へ緊急報告又は定期報告
を行うようにしたため、例えば在宅看護が必要な被験者
といった携帯電話を使用する必要がない場合において
も、被験者の健康状態を常に把握して、健康状態に急変
に即時に対応することができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の一実施の形態のブロック図である。

【図２】図１の動作説明用フローチャートである。
【図３】本発明の他の実施の形態のブロック図である
。
【符号の説明】
１０  携帯電話本体
１１  携帯電話部
１２  監視制御機能部
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１３  外部インタフェース部
１４  センサ部
１５  監視制御機能装置
１６  携帯電話インタフェース部
１７  固定電話インタフェース部
１８  携帯電話
１９  固定電話

【図１】 【図３】
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【図２】
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